
コラム
　私の所属する京都大学大学院地球環境学舎では、
実践性を重んじる教育方針からインターン研修を修
士課程に取り入れており、学生は自分の研究テーマ
に合う機関にてインターンとして実地経験を積むこ
とになっている。「持続可能な食料システム」を
キーワードに現行の研究シーンや政策的観点のアプ
ローチ、研究手法を学びたいと考えていた私は、食
料・農林水産関係の政策研究機関である農林水産政
策研究所での研修を希望した。思い切ってその門を
叩いた（メールをお送りした）ところ、多大なご厚
意により３か月間のインターンシップの機会をいた
だいた。大学卒業前に進学か就職かの進路で最後ま
で悩んでいたが、農林水産政策研究所でのインター
ンシップを終えた今、進学を選んで良かったのだと
心から感じている。
　学びと成長の機会に溢れた３か月間であった。生
きものに配慮した米の生産・販売に関するアンケー
トの作成補助から食品関連企業のESGに関する開示
情報の分析まで、分野も形態も様々な研究補助業務
をやらせていただく中で、今後執筆する修士論文へ
のヒントを数多く得られた。また、所内の報告会や
勉強会も、食料・農業を取り巻く国内外の動向につ
いてリアルタイムで学ぶことができる貴重な機会で
あった。期間中何度も痛感したのは、長い間興味を
持ってきたはずのこの分野での完全な知識不足で
あった。これまで表層的に理解しようとして、食料
システム内のアクターに着目する視点が足りなかっ
たことや、そもそも足元の日本の農業における制度
等について知らないことだらけだったことに気づい
た。未熟さに落胆こそしたが、その分日々の業務や
勉強会で新しいことを覚え、それが次の業務で繋
がっていくというプロセスを経て、自分の中で恒常
的な成長を実感できた。
　私がこの３か月間で得たものは、学術的な学びに
限られない。人としての在り方も学ぶことができ
た。このインターンシップ中、業務の中で意見を求
められる場面が多くあった。私はこんな一学生の意
見で構わないのだろうかと心配していたが、その心
配は研究員の皆様によって払拭された。未熟な私の
意見に、何万倍も豊富な知識と経験を身に付けてお
られる方々が真剣に興味深く耳を傾け、吸い上げ、

感謝さえして下さる。「実るほど　頭を垂れる　稲
穂かな」―農を扱うこの研究所との親和性が高すぎ
るこの言葉がいつしか頭に浮かび、大切にしたいス
ローガンになった。私はこれからも学びを深め、世
の中を良くしていけるような知識と経験を身に付け
ていきたい。同時にそれらにおごらず、周囲の言葉
を大切にできる人間になりたい。無事大学院を卒業
できたのちは、就職することになっている。いずれ
は後輩を持つような立場にもなるのだろう。その
時、農林水産政策研究所で出会った方々と稲穂の句
を思い出し、謙虚でおおらかな人間でありたいと思
う。
　インターンシップが終了してしばらく経ちこのレ
ビュー原稿執筆についてご連絡をいただいた頃、ロ
シアによるウクライナ侵攻が始まり、連日テレビや
スマートフォンで信じがたい現状が報道されてい
た。世界は混乱し、数日前まで普通に暮らしていた
人々が、大人も子供も、どんどん犠牲になってい
く。その様子を知れば知るほど、環境とか食料と
か、今自分がやっていることは何の意味もないので
はないか、と無力感にさいなまれた。辛いニュース
の連続に耐えられず心の痛みをインターンシップの
指導責任者だった方にメールで打ち明けたところ、
まずは自分ができることで最大限努力していこうと
返事を下さった。求められた役割をまっとうするこ
とが、良い組織運営に繋がり、健全な社会を作り、
やがて巡り巡って世界を動かすことになるだろう
と。この言葉で、私は改めて自分の役割を見つめな
おした。食は人間の基盤だ。豊かな食から健全な社
会を作る、それを将来世代にも繋げていけるような

「持続可能な」方法で実現する。そうすることで
きっと平和な世界にできる。私の手の届く範囲から
それをやっていこうという思いで、今後もこのテー
マに向き合っていくつもりである。何より、私の尊
敬するみなさんが今も同じ問題を前に日々奮闘され
ている、このことに勇気をもらっている。
　最後に、新型コロナウイルスによる未曽有の難局
にある中でインターンシップの要請を快諾し、それ
を最高の形で実現させて下さった農林水産政策研究
所の皆様に、心からの御礼を申し上げたい。
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概要



文書のアクセシビリティの完全性を損なう可能性がある問題点が検出されました。
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